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した町)に

まし 1<...

2. r駿国雑志J(すんこくぎっし)とは?

* 

これは阿部正信(あべまさのぶ) 14年 (1843 し (現在

してありま

を利用し、

この 、この

の中の のP498'"'--'P 499 

っていま

荷量石j

百姓卯兵衛の許にあり。是文化十四年十一月期日、天気晴明、午の殻計り、移き

して、西南の庭上に落る物あり。 卯兵衛奇とし、是を拾ふに一小石告。其熱事火の如し。

四足の御小屋に、卯兵衛を呼て是を見るO おの形ち鶏卵の如く、長高共に一寸五分計り、其色

く、裏に杢て青色を帯せり。其凱艶ありて温也。其目方廿一匁八分也。地頭松平能登守乗保、代

官遠山丹右衛門某、巡見の時、此奇事を問、領主に訴ふ。云云。御域代松平伊議守定能去。

石也。龍常に関石を掌に握りて戯る持、誤て落す事あり。是を得る者、最も幸あり。故に福石共

云へり。去去。卯兵衛は是を尊て金比羅と崇む。後領主、此石をめし取て、務天に祭るO 按るに、

其驚祭する所、各違へるは、其信敬する神備に援なるべし。
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3.現代語訳と解説

暗雲15J

(現在の静関市広野)の百姓卯兵衛(正確には宇平補足参照)が所持して

います。文化 14年11月1日(新磨1817年12月8日)天気快晴の午の刻(午前日時~午後1時)

の頃におびただしさ轟音を響かせて(大音響を発して)、南西の庭の上に落ちた物がありました。

卯兵衛(宇平)は何だろうと驚き、それを拾ったところ、一つの小石でした。それは火のように

熱かった。

阿部正信はその話を聞き、四足門(ょっあしもん=現在の静関市中町にあった)の所の建物に

卯兵衛(宇平)を呼び、それを見ました。石はニワトワの卵のような形をしていて、幅と高さは

(約4.6cm)くらいでした。色は白く、裏側は青色を;静びていました。表面は艶があり、

混かみを感じました。重さは廿一匁八分(約82g・)0 

(地頭)の松平能登守乗保(文化7年から江戸城西丸の老中でもありました)の部下であ

る代官遠山丹右衛門は巡見の時に、この珍しい出来事を聞き領主である松平能登守乗保に知らせ

ました。(当時の鹿野村は岐阜県恵那郡岩村町の岩村藩の飛び領地でした。岩村藩の飛び領地は、

県内に現在の地名で静岡市(広野@鎌田@石部)藤校市(横内@前島@堀ノ内@助宗)焼津市(下

間@吉津)岡部町(宮島@落合@村長)島田市(大草)清水市(北脇@北脇新田)がありまし

た。)

また、当時の駿府の笹口城代(駿府と大阪の 2カ所に置かれ、江戸から駿府支配のた

た最高位の旗本)の松平伊議守定能(さだまさ)が言うには、「これは龍石という物で、

丸い石を手に握っていますが、間違って落とす事があります。これを手に入れた人

され

は常に

も幸せに

なれるので¥福石(幸運の石)とも言えます。j卯兵衛(宇平)は、これ

した。後に岩村藩の領主である松平能登守乗保は、この石を手に入れ、

とあがめま

りました。

それぞれ祭る所が違うのは、よりどころとなる神仏の違いのためでしょう O

4.補足

百姓卯兵衛 は、静岡市の郷土史研究家である 静岡市の広野の大徳寺の先代

と

す。

「卯兵衛jでなく

る f岩村概略記jにもこ

とあったため両方の名前

は記されており、百姓の名は

されています。なお、苗字は江戸時代で百姓のためありません。

ユマありま

と

阿部正信は駿府へ赴任して、わずか 3ヶ月後にこの損石を見ていますし、その職務は警備役と言うこ

ともあり、おそらく正確な内容だと思います。

陳石は大気圏へ突入すると、大気との摩擦により大変な熱を生じ、表面に黒い焼け焦げた皮(フュー

ジョンクラスト)を作りますが、それについては触れられていません。

また、この記述の中で石の色を「青色Jと書かれていますが、日本では緑色を と表現する

26 



83号 (2001)

めらか

ら、このようュニジア

なお、

あるタタフィン損石 (1931

も知れません。

ると「地頭と代

らせました。J

の中には日い

という顔石もあります。こ
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りますが、 ので

としました。

5.岩村町の古文書

次に、

の中の「弁財天J

(むら)概略記J

i日家、 されている

されていたので、紹介しま

(むら)概略

も、こ

弁財天

期日 る

ひ此のよし

して一つの

し俵

つ

を御信仰なれノ¥ りて当所御域内 り@

(以下略)

6.現代語訳と解説

弁財天

文化14年 12月1日(新暦1818年 1月7日)駿丹、1(静岡県)有渡郡(志太郡は誤り。陣屋が飛

び領地である志太郡横内にあったための間違いと足、われます)の広野村の宇兵衛という

( {I可かを植えた庭だと思います)へ、天地鳴動させて一つの玉が落ちました。手に取って見ると

った。(着ている物の)たもとに乗せて運び、現在の藤枝市横内にあった御棒屋(代官所)に

けた所、江戸屋敷へ送られました。(領主である松平能登守乗保が、老中役で江戸城西丸にいた

ため)占って頂いたところ「弁財天の玉Jという事でした。乗保公は弁財天を信仰していたので、

文政3年 (1820年)にこれを岐車県恵那郡岩村町の岩村域内(日本三大山城の一つ)に祭ト".. 

(以下略)
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7. r駿国雑志Jと f岩邑(むら)概略記jの違い

8.まとめ

大きさ

さ

駿国雑志

文化 14年 11月1日

約4.6cm

約82g 

岩邑概略記

この 2つの記録にあるように、損石落下の事件が駿府城代や岩村藩領主(兼江戸城西丸老中)に報

されたことからも、当時かなりの話題になったことと思います。

その後、広野に落下したこの損石は、岩村城二の丸に祭られた後、明治維新の岩村城取り壊しの際、

岩村町大路(だいろ)の八幡神社に預けられ、神宝として本殿に保管されておりました。そして、そ

の「伝えられている損石Jは現在岐阜県恵那郡岩村町の歴史資料館に展示されており、誰でも見られ

るとのことです。この「伝えられている損石jは、平成元年 (1989) に中日新聞にも掲載され、それ

によると大きさは直径約 16cmの球形に近く、重さは約 7.5kgで花尚岩に似ているとのことです

O しかし、「駿国雑志jでは約4.6cmで、卵形をしており、重さは約82gと鱈史資料館の物と

ユます。私の見解としてこの違いは、何らかの理由で途中ですり替わったためだと思います。した

がって、もとの損石がどこかに存在しているのではないでしょうか。

以上、宇宙からのお客様 隈おにロマンを感じ、静岡市にも隈石が落下したと思われる資料の解説

をしてみました。

もしかしたら、その時間時に落ちた隙石があったかもしれ

皆様で、このような言われのある石をお持ちの方は御一報下さい。

最後にこの文章を作るにあたり、松田昭占山市開蜘助制すきl と郷土史研究家の増井春男様に、

大変お世話になりました事を深謝致します。また、

お送りいただき有り難うございました。

まちづくり 会様には、地元資料を
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